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(57)【要約】
【課題】端末装置および基地局装置が互いに、上りリン
クの信号を用いて効率的に通信すること。
【解決手段】ＤＣＩフォーマットを含むＰＤＣＣＨを受
信し、前記ＰＤＣＣＨの検出に基づいてＰＵＳＣＨを用
いた送信を行い、尚且つ、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送
信が行われるサブフレームが、上りリンクサブフレーム
、および、スペシャルサブフレームのうちの何れである
か、（ｉｉ）前記ＤＣＩフォーマットを含む前記ＰＤＣ
ＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号、また
は、（ｉｉｉ）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳ
ＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier - Fre
quency Division Multiple Access）シンボルの数に、
少なくとも基づいて、トランスポートブロックを含まな
い前記ＰＵ
ＳＣＨを用いて、上りリンク制御情報の送信を行うこと
を決定する。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＤＣＩ（Downlink Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical D
ownlink Control Channel）を受信する受信部と、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に基づいてＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）を用
いた送信を行う送信部と、を備え、
　前記送信部は、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフレームが、上りリンク
サブフレーム、および、スペシャルサブフレームのうちの何れであるか、（ｉｉ）前記Ｄ
ＣＩフォーマットを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号、ま
たは、（ｉｉｉ）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡ
（Single Carrier - Frequency Division Multiple Access）シンボルの数に、少なくと
も基づいて、トランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、上りリンク制
御情報の送信を行うことを決定する
　端末装置。
【請求項２】
　前記上りリンク制御情報は、チャネル状態情報を含む
　請求項１の端末装置。
【請求項３】
　ＤＣＩ（Downlink Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical D
ownlink Control Channel）を送信する送信部と、
　前記ＰＤＣＣＨの送信に対応するＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）を用
いた受信を行う受信部と、を備え、
　前記受信部は、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフレームが、上りリンク
サブフレーム、および、スペシャルサブフレームのうちの何れであるか、（ｉｉ）前記Ｄ
ＣＩフォーマットを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号、ま
たは、（ｉｉｉ）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡ
（Single Carrier - Frequency Division Multiple Access）シンボルの数に、少なくと
も基づいて、トランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、上りリンク制
御情報の受信を行うことを決定する
　基地局装置。
【請求項４】
　前記上りリンク制御情報は、チャネル状態情報を含む
　請求項３の基地局装置。
【請求項５】
　端末装置に用いられる通信方法であって、
　ＤＣＩ（Downlink Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical D
ownlink Control Channel）を受信し、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に基づいてＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）を用
いた送信を行い、
　（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフレームが、上りリンクサブフレーム、
および、スペシャルサブフレームのうちの何れであるか、（ｉｉ）前記ＤＣＩフォーマッ
トを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号、または、（ｉｉｉ
）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carri
er - Frequency Division Multiple Access）シンボルの数に、少なくとも基づいて、ト
ランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、上りリンク制御情報の送信を
行うことを決定する
　端末装置。
【請求項６】
　前記上りリンク制御情報は、チャネル状態情報を含む
　請求項５の通信方法。
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【請求項７】
　基地局装置に用いられる通信方法であって、
　ＤＣＩ（Downlink Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical D
ownlink Control Channel）を送信し、
　前記ＰＤＣＣＨの送信に対応するＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）を用
いた受信を行い、
　（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフレームが、上りリンクサブフレーム、
および、スペシャルサブフレームのうちの何れであるか、（ｉｉ）前記ＤＣＩフォーマッ
トを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号、または、（ｉｉｉ
）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carri
er - Frequency Division Multiple Access）シンボルの数に、少なくとも基づいて、ト
ランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、上りリンク制御情報の受信を
行うことを決定する
　通信方法。
【請求項８】
　前記上りリンク制御情報は、チャネル状態情報を含む
　請求項７の通信方法。
【請求項９】
　端末装置に実装される集積回路であって、
　ＤＣＩ（Downlink Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical D
ownlink Control Channel）を受信する受信回路と、
　前記ＰＤＣＣＨの検出に基づいてＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）を用
いた送信を行う送信回路と、を備え、
　前記送信回路は、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフレームが、上りリン
クサブフレーム、および、スペシャルサブフレームのうちの何れであるか、（ｉｉ）前記
ＤＣＩフォーマットを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号、
または、（ｉｉｉ）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭ
Ａ（Single Carrier - Frequency Division Multiple Access）シンボルの数に、少なく
とも基づいて、トランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、上りリンク
制御情報の送信を行うことを決定する
　集積回路。
【請求項１０】
　前記上りリンク制御情報は、チャネル状態情報を含む
　請求項９の集積回路。
【請求項１１】
　基地局装置に実装される集積回路であって、
　ＤＣＩ（Downlink Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical D
ownlink Control Channel）を送信する送信回路と、
　前記ＰＤＣＣＨの送信に対応するＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）を用
いた受信を行う受信回路と、を備え、
　前記受信回路は、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフレームが、上りリン
クサブフレーム、および、スペシャルサブフレームのうちの何れであるか、（ｉｉ）前記
ＤＣＩフォーマットを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号、
または、（ｉｉｉ）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭ
Ａ（Single Carrier - Frequency Division Multiple Access）シンボルの数に、少なく
とも基づいて、トランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、上りリンク
制御情報の受信を行うことを決定する
　集積回路。
【請求項１２】
　前記上りリンク制御情報は、チャネル状態情報を含む
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　請求項１１の集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、通信方法、および、集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE, 登録商標）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Acces
s : EUTRA」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation 
Partnership Project: 3GPP）において検討されている。ＬＴＥでは、基地局装置をｅＮ
ｏｄｅＢ（evolved NodeB）、端末装置をＵＥ（User Equipment）とも称する。ＬＴＥは
、基地局装置がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通信システムである。
単一の基地局装置は複数のセルを管理してもよい。
【０００３】
　ＬＴＥは、時分割複信（Time Division Duplex: TDD）に対応している。ＴＤＤ方式を
採用したＬＴＥをＴＤ－ＬＴＥまたはＬＴＥ　ＴＤＤとも称する。ＴＤＤにおいて、上り
リンク信号と下りリンク信号が時分割多重される。また、ＬＴＥは、周波数分割複信（Fr
equency Division Duplex: FDD）に対応している。
【０００４】
　３ＧＰＰにおいて、上りリンクのキャパシティの強化のために、スペシャルサブフレー
ムのＵｐＰＴＳにおいてＰＵＳＣＨを送信することが検討されている（非特許文献１）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】"Motivation for New Work Item Proposal: UL transmission Enhancem
ent for LTE", R1-160226, CMCC, 3GPP TSG RAN Meeting #71, Gothenburg, Sweden, 7th
 - 10th March 2016.
【非特許文献２】"3GPP TS 36.211 V12.5.0 (2015-03)", 26th March, 2015.
【非特許文献３】"3GPP TS 36.213 V12.5.0 (2015-03)", 26th March, 2015.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上りリンク信号を用いて効率的に基地局装置と通信することができる端末装
置、該端末装置と通信する基地局装置、該端末装置に用いられる通信方法、該基地局装置
に用いられる通信方法、該端末装置に実装される集積回路、該基地局装置に実装される集
積回路を提供する。ここで、当該上りリンク信号は、ＰＵＳＣＨ、ＳＲＳ、および／また
は、ＰＲＡＣＨを含んでもよい。ここで、当該上りリンク信号は、ＵＬ－ＳＣＨ、および
／または、ＣＳＩを含んでもよい。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（１）本発明の態様は、以下のような手段を講じた。すなわち、本発明の第１の態様は
、端末装置であって、ＤＣＩ（Downlink Control Information）フォーマットを含むＰＤ
ＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）を受信する受信部と、前記ＰＤＣＣＨの
検出に基づいてＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）を用いた送信を行う送信
部と、を備え、前記送信部は、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフレームが
、上りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレームのうちの何れであるか、（
ｉｉ）前記ＤＣＩフォーマットを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレ
ーム番号、または、（ｉｉｉ）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳ
Ｃ－ＦＤＭＡ（Single Carrier - Frequency Division Multiple Access）シンボルの数
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に、少なくとも基づいて、トランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、
上りリンク制御情報の送信を行うことを決定する。
【０００８】
　（２）本発明の第２の態様は、基地局装置であって、ＤＣＩ（Downlink Control Infor
mation）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）を送信
する送信部と、前記ＰＤＣＣＨの送信に対応するＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared C
hannel）を用いた受信を行う受信部と、を備え、前記受信部は、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨで
の送信が行われるサブフレームが、上りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブフ
レームのうちの何れであるか、（ｉｉ）前記ＤＣＩフォーマットを含む前記ＰＤＣＣＨを
検出したサブフレームのサブフレーム番号、または、（ｉｉｉ）１つのサブフレームにお
ける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier - Frequency Division 
Multiple Access）シンボルの数に、少なくとも基づいて、トランスポートブロックを含
まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、上りリンク制御情報の受信を行うことを決定する。
【０００９】
　（３）本発明の第３の態様は、端末装置に用いられる通信方法であって、ＤＣＩ（Down
link Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Contro
l Channel）を受信し、前記ＰＤＣＣＨの検出に基づいてＰＵＳＣＨ（Physical Uplink S
hared Channel）を用いた送信を行い、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフ
レームが、上りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレームのうちの何れであ
るか、（ｉｉ）前記ＤＣＩフォーマットを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームの
サブフレーム番号、または、（ｉｉｉ）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝
送するＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier - Frequency Division Multiple Access）シン
ボルの数に、少なくとも基づいて、トランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを
用いて、上りリンク制御情報の送信を行うことを決定する。
【００１０】
　（４）本発明の第４の態様は、基地局装置に用いられる通信方法であって、ＤＣＩ（Do
wnlink Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Cont
rol Channel）を送信し、前記ＰＤＣＣＨの送信に対応するＰＵＳＣＨ（Physical Uplink
 Shared Channel）を用いた受信を行い、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブ
フレームが、上りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレームのうちの何れで
あるか、（ｉｉ）前記ＤＣＩフォーマットを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレーム
のサブフレーム番号、または、（ｉｉｉ）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを
伝送するＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier - Frequency Division Multiple Access）シ
ンボルの数に、少なくとも基づいて、トランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨ
を用いて、上りリンク制御情報の受信を行うことを決定する。
【００１１】
　（５）本発明の第５の態様は、端末装置に実装される集積回路であって、ＤＣＩ（Down
link Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Contro
l Channel）を受信する受信回路と、前記ＰＤＣＣＨの検出に基づいてＰＵＳＣＨ（Physi
cal Uplink Shared Channel）を用いた送信を行う送信回路と、を備え、前記送信回路は
、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフレームが、上りリンクサブフレーム、
および、スペシャルサブフレームのうちの何れであるか、（ｉｉ）前記ＤＣＩフォーマッ
トを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号、または、（ｉｉｉ
）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carri
er - Frequency Division Multiple Access）シンボルの数に、少なくとも基づいて、ト
ランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、上りリンク制御情報の送信を
行うことを決定する。
【００１２】
　（６）本発明の第６の態様は、基地局装置に実装される集積回路であって、ＤＣＩ（Do
wnlink Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Cont
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rol Channel）を送信する送信回路と、前記ＰＤＣＣＨの送信に対応するＰＵＳＣＨ（Phy
sical Uplink Shared Channel）を用いた受信を行う受信回路と、を備え、前記受信回路
は、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフレームが、上りリンクサブフレーム
、および、スペシャルサブフレームのうちの何れであるか、（ｉｉ）前記ＤＣＩフォーマ
ットを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号、または、（ｉｉ
ｉ）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Car
rier - Frequency Division Multiple Access）シンボルの数に、少なくとも基づいて、
トランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、上りリンク制御情報の受信
を行うことを決定する。
【発明の効果】
【００１３】
　この発明によれば、端末装置および基地局装置は互いに、上りリンク信号を用いて効率
的に通信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施形態における無線通信システムの概念図である。
【図２】本実施形態におけるフレーム構造タイプ２の無線フレームの概略構成を示す図で
ある。
【図３】本実施形態における上りリンクスロットの概略構成を示す図である。
【図４】本実施形態における上りリンクサイクリックプリフィックス設定の一例を示す図
である。
【図５】本実施形態におけるＵＬ／ＤＬ設定を示す図である。
【図６】本実施形態における上りリンクサブフレームの一例を示す図である。
【図７】本実施形態におけるスペシャルサブフレームの一例を示す図である。
【図８】本実施形態における下りリンクにおけるノーマルＣＰに対するスペシャルサブフ
レーム設定（special subframe configuration）の一例を示す図である。
【図９】本実施形態におけるＰＤＣＣＨが検出されるサブフレームと、対応するＰＵＳＣ
Ｈ送信が調整されるサブフレームの関係の一例を示す図である。
【図１０】本実施形態におけるＰＤＣＣＨが検出されるサブフレームと、対応するＰＵＳ
ＣＨ送信が調整されるサブフレームの関係の一例を示す図である。
【図１１】本実施形態におけるＰＵＳＣＨで送信される情報の決定方法の一例を示すフロ
ー図である。
【図１２】本実施形態における端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図１３】本実施形態における基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１６】
　図１は、本実施形態における無線通信システムの概念図である。図１において、無線通
信システムは、端末装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備する。以下、端末装置１
Ａ～１Ｃを端末装置１という。
【００１７】
　以下、キャリアアグリゲーションについて説明する。
【００１８】
　端末装置１は、複数のサービングセルが設定されてもよい。端末装置１が複数のサービ
ングセルを介して通信する技術をセルアグリゲーション、またはキャリアアグリゲーショ
ンと称する。端末装置１に対して設定される複数のサービングセルのそれぞれにおいて、
本発明が適用されてもよい。また、設定された複数のサービングセルの一部において、本
発明が適用されてもよい。また、設定された複数のサービングセルのグループのそれぞれ
において、本発明が適用されてもよい。また、設定された複数のサービングセルのグルー
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プの一部において、本発明が適用されてもよい。キャリアアグリゲーションにおいて、設
定された複数のサービングセルを集約されたサービングセルとも称する。
【００１９】
　本実施形態の無線通信システムは、ＴＤＤ（Time Division Duplex）および／またはＦ
ＤＤ（Frequency Division Duplex）が適用される。セルアグリゲーションの場合には、
複数のサービングセルの全てに対してＴＤＤが適用されてもよい。また、セルアグリゲー
ションの場合には、ＴＤＤが適用されるサービングセルとＦＤＤが適用されるサービング
セルが集約されてもよい。本実施形態において、ＴＤＤが適用されるサービングセルをＴ
ＤＤサービングセル、または、フレーム構造タイプ２を用いるサービングセルとも称する
。
【００２０】
　設定された複数のサービングセルは、１つのプライマリーセルと１つまたは複数のセカ
ンダリーセルとを含む。プライマリーセルは、初期コネクション確立（initial connecti
on establishment）プロシージャが行なわれたサービングセル、コネクション再確立（co
nnection re-establishment）プロシージャを開始したサービングセル、または、ハンド
オーバプロシージャにおいてプライマリーセルと指示されたセルである。ＲＲＣ（Radio 
Resource Control）コネクションが確立された時点、または、後に、セカンダリーセルが
設定されてもよい。
【００２１】
　下りリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアを下りリンクコンポーネント
キャリアと称する。上りリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアを上りリン
クコンポーネントキャリアと称する。下りリンクコンポーネントキャリア、および、上り
リンクコンポーネントキャリアを総称して、コンポーネントキャリアと称する。ＴＤＤに
おいて、上りリンクにおいてサービングセルに対応するキャリアと、下りリンクにおいて
サービングセルに対応するキャリアは同じである。
【００２２】
　端末装置１は、同じバンドにおいて集約される複数のＴＤＤサービングセル（コンポー
ネントキャリア）において、複数の物理チャネル／複数の物理シグナルの同時送信を行う
ことができる。端末装置１は、同じバンドにおいて集約される複数のＴＤＤサービングセ
ル（コンポーネントキャリア）において、複数の物理チャネル／複数の物理シグナルの同
時受信を行うことができる。
【００２３】
　本実施形態の物理チャネルおよび物理シグナルについて説明する。
【００２４】
　図１において、端末装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、以下の上
りリンク物理チャネルが用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から出力された
情報を送信するために使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access Channel）
【００２５】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信する
ために用いられる。上りリンク制御情報を、制御データ、または、制御情報フィードバッ
クとも称する。上りリンク制御情報は、下りリンクのチャネル状態情報（Channel State 
Information: CSI）、初期送信のためのＰＵＳＣＨ（Uplink-Shared Channel: UL-SCH）
リソースを要求するために用いられるスケジューリングリクエスト（Scheduling Request
: SR）、下りリンクデータ（Transport block, Medium Access Control Protocol Data U
nit: MAC PDU, Downlink-Shared Channel: DL-SCH, Physical Downlink Shared Channel:
 PDSCH）に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Hybrid Automatic Repeat request ACKnowledgemen
t）を含む。
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【００２６】
　チャネル状態情報は、少なくとも、ＣＱＩ（Channel Quality Indicator）、ＰＭＩ（P
recoding Matrix Indicator）、および、ＲＩ（Rank Indication）を含んでもよい。チャ
ネル状態情報は、ＰＤＳＣＨ送信に関連してもよい。ＣＱＩは、所定の条件を満たすＰＤ
ＳＣＨ送信に対する変調方式、符号化率、および／または、周波数利用効率に関連する。
ＰＭＩは、ＰＤＳＣＨ送信に対する好ましいコードブックインデックス（プリコーディン
グ行列）を示す。ＲＩは、ＰＤＳＣＨ送信に対する利用可能な送信レイヤーの数に対応す
る。
【００２７】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（Uplink-Shared Channel: UL-SCH）を送信するため
に用いられる。また、ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータと共にＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／
またはチャネル状態情報を送信するために用いられてもよい。ＰＵＳＣＨは、チャネル状
態情報のみを送信するために用いられてもよい。ＰＵＳＣＨは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび
チャネル状態情報のみを送信するために用いられてもよい。
【００２８】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる。
【００２９】
　図１において、上りリンクの無線通信では、以下の上りリンク物理シグナルが用いられ
る。上りリンク物理シグナルは、上位層から出力された情報を送信するために使用されな
いが、物理層によって使用される。
・上りリンク参照信号（Uplink Reference Signal: UL RS）
【００３０】
　本実施形態において、以下の２つのタイプの上りリンク参照信号が用いられる。
・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＳＲＳ（Sounding Reference Signal / Sounding Reference Symbol）
【００３１】
　ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連する。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨ
またはＰＵＣＣＨと時間多重される。基地局装置３は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝
搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。以下、ＰＵＳＣＨとＤＭＲＳを共に送信す
ることを、単にＰＵＳＣＨを送信すると称する。以下、ＰＵＣＣＨとＤＭＲＳを共に送信
することを、単にＰＵＣＣＨを送信すると称する。
【００３２】
　ＳＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。基地局装置３は、チャネ
ル状態の測定のためにＳＲＳを用いてもよい。ＳＲＳは、上りリンクサブフレームにおけ
る最後のＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier-Frequency Division Multiple Access）シン
ボル、または、ＵｐＰＴＳにおけるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて送信される。
【００３３】
　図１において、基地局装置３から端末装置１への下りリンクの無線通信では、以下の下
りリンク物理チャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力された
情報を送信するために使用される。
・ＰＢＣＨ（Physical Broadcast Channel）
・ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel）
・ＰＨＩＣＨ（Physical Hybrid automatic repeat request Indicator Channel）
・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）
・ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control Channel）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）
・ＰＭＣＨ（Physical Multicast Channel）
【００３４】
　ＰＢＣＨは、端末装置１で共通に用いられるマスターインフォメーションブロック（Ma
ster Information Block: MIB, Broadcast Channel: BCH）を報知するために用いられる
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。
【００３５】
　ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信に用いられる領域（ＯＦＤＭシンボル）を指示する
情報を送信するために用いられる。
【００３６】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置３が受信した上りリンクデータ（Uplink Shared Channel: U
L-SCH）に対するＡＣＫ（ACKnowledgement）またはＮＡＣＫ（Negative ACKnowledgement
）を示すＨＡＲＱインディケータ（ＨＡＲＱフィードバック、応答情報）を送信するため
に用いられる。
【００３７】
　ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink Control Informati
on: DCI）を送信するために用いられる。下りリンク制御情報を、ＤＣＩフォーマットと
も称する。下りリンク制御情報は、下りリンクグラント（downlink grant）および上りリ
ンクグラント（uplink grant）を含む。下りリンクグラントは、下りリンクアサインメン
ト（downlink assignment）または下りリンク割り当て（downlink allocation）とも称す
る。
【００３８】
　下りリンクグラントは、単一のセル内の単一のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いら
れる。下りリンクグラントは、該下りリンクグラントが送信されたサブフレームと同じサ
ブフレーム内のＰＤＳＣＨのスケジューリングに用いられる。
【００３９】
　上りリンクグラントは、単一のセル内の単一のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いら
れる。ここで、当該単一のＰＵＳＣＨは１つの送信アンテナポートに対応する。上りリン
クグラントは、該上りリンクグラントが送信されたサブフレームより４つ以上後のサブフ
レーム内の単一のＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる。ＰＤＣＣＨで送信される
上りリンクグラントを、ＤＣＩフォーマット０とも称する。
【００４０】
　下りリンクグラント、または、上りリンクグラントに付加されるＣＲＣパリティビット
は、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Identifier）、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ
　Ｃ－ＲＮＴＩ、または、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Semi Persistent Scheduling Cell-Ra
dio Network Temporary Identifier）でスクランブルされる。Ｃ－ＲＮＴＩおよびＳＰＳ
　Ｃ－ＲＮＴＩは、セル内において端末装置を識別するための識別子である。Ｔｅｍｐｏ
ｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩは、コンテンションベースランダムアクセス手順（contention b
ased random access procedure）中に、ランダムアクセスプリアンブルを送信した端末装
置１を識別するために用いられる識別子である。
【００４１】
　Ｃ－ＲＮＴＩ、および、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩは、単一のサブフレームに
おけるＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨを制御するために用いられる。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ
は、ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨのリソースを周期的に割り当てるために用いられる。
【００４２】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（Downlink Shared Channel: DL-SCH）を送信するた
めに用いられる。
【００４３】
　ＰＭＣＨは、マルチキャストデータ（Multicast Channel: MCH）を送信するために用い
られる。
【００４４】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理シグナルが用いられ
る。下りリンク物理シグナルは、上位層から出力された情報を送信するために使用されな
いが、物理層によって使用される。
・同期信号（Synchronization signal: SS）
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・下りリンク参照信号（Downlink Reference Signal: DL RS）
【００４５】
　同期信号は、端末装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるために
用いられる。ＴＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０、１、５
、６に配置される。ＦＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０と
５に配置される。
【００４６】
　下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なうた
めに用いられる。下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンクのチャネル状態情報を
算出するために用いられる。
【００４７】
　下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理シグナルを総称して、下りリンク信号と
称する。上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理シグナルを総称して、上りリンク
信号と称する。下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネルを総称して、物理
チャネルと称する。下りリンク物理シグナルおよび上りリンク物理シグナルを総称して、
物理シグナルと称する。
【００４８】
　ＢＣＨ、ＭＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである
。媒体アクセス制御（Medium Access Control: MAC）層で用いられるチャネルをトランス
ポートチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネルの単位を、トラ
ンスポートブロック（transport block: TB）またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Data Uni
t）とも称する。ＭＡＣ層においてトランスポートブロック毎にＨＡＲＱ（Hybrid Automa
tic Repeat reQuest）の制御が行なわれる。トランスポートブロックは、ＭＡＣ層が物理
層に渡す（deliver）データの単位である。物理層において、トランスポートブロックは
コードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処理が行なわれる。
【００４９】
　基地局装置３と端末装置１は、上位層（higher layer）において信号をやり取り（送受
信）する。例えば、基地局装置３と端末装置１は、無線リソース制御（RRC: Radio Resou
rce Control）層において、ＲＲＣシグナリング（RRC message: Radio Resource Control
 message、RRC information: Radio Resource Control informationとも称される）を送
受信してもよい。また、基地局装置３と端末装置１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium 
Access Control）層において、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）を送受信してもよい。
ここで、ＲＲＣシグナリング、および／または、ＭＡＣ　ＣＥを、上位層の信号（higher
 layer signaling）とも称する。ＰＵＳＣＨおよびＰＤＳＣＨは、ＲＲＣシグナリング、
および、ＭＡＣ　ＣＥを送信するために用いられる。
【００５０】
　図２は、本実施形態におけるフレーム構造タイプ２の無線フレームの概略構成を示す図
である。フレーム構造タイプ２は、ＴＤＤに適用できる。図２において、横軸は時間軸で
ある。
【００５１】
　時間領域における種々のフィールドのサイズは、時間ユニットTs=1/(15000・2048)秒の
数によって表現される。フレーム構造タイプ２の無線フレームの長さは、Tf=307200・Ts=
10msである。フレーム構造タイプ２の無線フレームは、時間領域において連続する２つの
ハーフフレームを含む。それぞれのハーフフレームの長さは、Thalf-frame=153600・Ts=5
msである。それぞれのハーフフレームは、時間領域において連続する５つのサブフレーム
を含む。それぞれのサブフレームの長さは、Tsubframe=30720・Ts=1msである。それぞれ
のサブフレームｉは、時間領域において連続する２つのスロットを含む。該時間領域にお
いて連続する２つのスロットは、無線フレーム内のスロット番号nsが２ｉのスロット、お
よび、無線フレーム内のスロット番号nsが２ｉ＋１のスロットである。それぞれのスロッ
トの長さは、Tslot=153600・ns=0.5msである。それぞれの無線フレームは、時間領域にお
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いて連続する１０のサブフレームを含む。それぞれの無線フレームは、時間領域において
連続する２０のスロット（ns=0,1,…,19）を含む。
【００５２】
　以下、本実施形態のスロットの構成について説明する。図３は、本実施形態における上
りリンクスロットの概略構成を示す図である。図３において、１つのセルにおける上りリ
ンクスロットの構成を示す。図３において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である
。図３において、ｌはＳＣ－ＦＤＭＡシンボル番号／インデックスであり、ｋはサブキャ
リア番号／インデックスである。
【００５３】
　スロットのそれぞれにおいて送信される物理シグナルまたは物理チャネルは、リソース
グリッドによって表現される。上りリンクにおいて、リソースグリッドは複数のサブキャ
リアと複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルによって定義される。リソースグリッド内のエレメ
ントのそれぞれをリソースエレメントと称する。リソースエレメントは、サブキャリア番
号／インデックスｋ、および、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル番号／インデックスｌによって表
される。
【００５４】
　リソースグリッドは、アンテナポート毎に定義される。本実施形態では、１つのアンテ
ナポートに対する説明を行う。複数のアンテナポートのそれぞれに対して、本実施形態が
適用されてもよい。
【００５５】
　上りリンクスロットは、時間領域において、複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルｌ（l=0,1,
…,NULsymb）を含む。NULsymbは、１つの上りリンクスロットに含まれるＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルの数を示す。上りリンクにおけるノーマルＣＰ（normal Cyclic Prefix）に対し
て、NULsymbは７である。上りリンクにおける拡張ＣＰ（extended ＣＰ）に対して、NULs
ymbは６である。
【００５６】
　端末装置１は、上りリンクにおけるＣＰ長を示すパラメータUL-CyclicPrefixLengthを
基地局装置３から受信する。基地局装置３は、セルに対応する該パラメータUL-CyclicPre
fixLengthを含むシステムインフォメーションを、該セルにおいて報知してもよい。
【００５７】
　図４は、本実施形態における上りリンクサイクリックプリフィックス設定の一例を示す
図である。NCP,lはスロットにおけるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルｌに対する上りリンクＣＰ
長を示す。上りリンクサイクリックプリフィックス設定（UL-CyclicPrefixLength）がノ
ーマルＣＰである場合、l=0に対してNCP,0=160である。ＣＰ長を除くＳＣ－ＦＤＭＡシン
ボルｌの長さは、2048・Tsであり、ＣＰ長を含むＳＣ－ＦＤＭＡシンボルｌの長さは、(N

CP,l+2048)・Tsである。
【００５８】
　上りリンクスロットは、周波数領域において、複数のサブキャリアｋ（k=0,1,…,NULRB
×NRBsc)を含む。NULRBは、NRBscの倍数によって表現される、サービングセルに対する上
りリンク帯域幅設定である。NRBscは、サブキャリアの数によって表現される、周波数領
域における（物理）リソースブロックサイズである。本実施形態において、サブキャリア
間隔Δfは１５ｋＨｚであり、NRBscは１２である。すなわち、本実施形態においてNRBsc
は、１８０ｋＨｚである。
【００５９】
　リソースブロックは、物理チャネルのリソースエレメントへのマッピングを表すために
用いられる。リソースブロックは、仮想リソースブロックと物理リソースブロックが定義
される。物理チャネルは、まず仮想リソースブロックにマップされる。その後、仮想リソ
ースブロックは、物理リソースブロックにマップされる。１つの物理リソースブロックは
、時間領域においてNULsymbの連続するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと周波数領域においてNRB

scの連続するサブキャリアとから定義される。ゆえに、１つの物理リソースブロックは（
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、時間領域において１つのスロットに対応する。物理リソースブロックは周波数領域にお
いて、周波数の低いほうから順に番号（0,1,…, NULRB -1）が付けられる。
【００６０】
　本実施形態における下りリンクのスロットは、複数のＯＦＤＭシンボルを含む。本実施
形態における下りリンクのスロットの構成は、リソースグリッドが複数のサブキャリアと
複数のＯＦＤＭシンボルによって定義される
点を除いて基本的に同じであるため、下りリンクのスロットの構成の説明は省略する。
【００６１】
　ＴＤＤサービングセルにおいて、該ＴＤＤサービングセルに対する上りリンク帯域幅設
定の値と、該ＴＤＤサービングセルに対する下りリンク帯域幅設定の値は同じである。
【００６２】
　リソースブロックは、ある物理チャネル（ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨなど）のリソー
スエレメントへのマッピングを表現するために用いられる。リソースブロックは、仮想リ
ソースブロックと物理リソースブロックが定義される。ある物理チャネルは、まず仮想リ
ソースブロックにマップされる。その後、仮想リソースブロックは、物理リソースブロッ
クにマップされる。１つの物理リソースブロックは、時間領域において７個の連続するＯ
ＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと周波数領域において１２個の連続するサ
ブキャリアとから定義される。ゆえに、１つの物理リソースブロックは（７×１２）個の
リソースエレメントから構成される。また、１つの物理リソースブロックは、時間領域に
おいて１つのスロットに対応し、周波数領域において１８０ｋＨｚに対応する。物理リソ
ースブロックは周波数領域において０から番号が付けられる。
【００６３】
　上りリンクスロットにおけるＳＣ－ＦＤＭＡシンボルｌにおける時間-連続（time-cont
inuous）シグナルsl (t)は、数式（１）によって与えられる。数式（１）は、上りリンク
物理シグナル、および、ＰＲＡＣＨを除く上りリンク物理チャネルに適用される。
【００６４】
【数１】

【００６５】
　ここで、ak,lは、リソースエレメント（ｋ，ｌ）のコンテンツである。スロットにおけ
るＳＣ－ＦＤＭＡシンボルは、ｌ＝０からスタートし、ｌの昇順で送信される。ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルｌ＞０は、スロット内における数式（２）によって定義される時間にスタ
ートする。
【００６６】
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【数２】

【００６７】
　以下、本実施形態のＵＬ／ＤＬ設定（uplink/downlink configuration）について説明
する。
【００６８】
　フレーム構造タイプ２に対して、以下の３つのタイプのサブフレームが定義される。
・下りリンクサブフレーム
・上りリンクサブフレーム
・スペシャルサブフレーム
【００６９】
　下りリンクサブフレームは下りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。上りリンクサブフレームは上りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームである
。スペシャルサブフレームは３つのフィールドから構成される。該３つのフィールドは、
ＤｗＰＴＳ（Downlink Pilot Time Slot）、ＧＰ（Guard Period）、およびＵｐＰＴＳ（
Uplink Pilot Time Slot）である。ＤｗＰＴＳ、ＧＰ、およびＵｐＰＴＳの合計の長さは
１ｍｓである。ＤｗＰＴＳは下りリンク送信のためにリザーブされるフィールドである。
ＵｐＰＴＳは上りリンク送信のためにリザーブされるフィールドである。ＧＰは下りリン
ク送信および上りリンク送信が行なわれないフィールドである。尚、スペシャルサブフレ
ームは、ＤｗＰＴＳおよびＧＰのみによって構成されてもよいし、ＧＰおよびＵｐＰＴＳ
のみによって構成されてもよい。
【００７０】
　フレーム構造タイプ２の無線フレームは、少なくとも下りリンクサブフレーム、上りリ
ンクサブフレーム、およびスペシャルサブフレームから構成される。フレーム構造タイプ
２の無線フレームの構成は、ＵＬ／ＤＬ設定によって示される。端末装置１は、基地局装
置３からＵＬ／ＤＬ設定を示す情報を受信する。基地局装置３は、セルに対応するＵＬ／
ＤＬ設定を示す情報を含むシステムインフォメーションを、該セルにおいて報知してもよ
い。
【００７１】
　図５は、本実施形態におけるＵＬ／ＤＬ設定を示す図である。図５は１つの無線フレー
ムにおけるＵＬ／ＤＬ設定を示す。図７において、Ｄは下りリンクサブフレームを示し、
Ｕは上りリンクサブフレームを示し、Ｓはスペシャルサブフレームを示す。サブフレーム
番号は、無線フレーム内のサブフレームを識別するために用いられる。
【００７２】
　ＦＤＤにおいて全てのサブフレームが、下りリンクサブフレームである。ＦＤＤにおい
て全てのサブフレームが上りリンクサブフレームである。
【００７３】
　図６は、本実施形態における上りリンクサブフレームの一例を示す図である。図７は、
本実施形態におけるスペシャルサブフレームの一例を示す図である。図６、および、図７
において、横軸は時間軸であり、縦軸は周波数軸である。図６、および、図７において、
下りリンクサイクリックプリフィックス設定、および、上りリンクサイクリックプリフィ
ックス設定は、ノーマルサイクリックプリフィックスである。
【００７４】
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　ＤｗＰＴＳは、スペシャルサブフレームの最初のシンボルを含む。ＵｐＰＴＳは、スペ
シャルサブフレームの最後のシンボルを含む。ＧＰは、ＤｗＰＴＳとＵｐＰＴＳの間に存
在する。端末装置１は、ＧＰの間に、下りリンクの受信処理から上りリンクの送信処理へ
の切り替えを行ってもよい。ＵｐＰＴＳにおいて、ＰＵＳＣＨ、ＳＲＳ、および、ＰＲＡ
ＣＨが送信される。
【００７５】
　図８は、本実施形態における下りリンクにおけるノーマルＣＰに対するスペシャルサブ
フレーム設定（special subframe configuration）の一例を示す図である。下りリンクに
おけるノーマルＣＰに対するスペシャルサブフレーム設定が０である場合、ＤｗＰＴＳの
長さは6592・Tsであり、ＤｗＰＴＳはノーマルＣＰを含む３つのＯＦＤＭシンボルを含む
。下りリンクにおけるノーマルＣＰに対するスペシャルサブフレーム設定が０であり、上
りリンクＣＰ設定（uplink cyclic prefix configuration）がノーマルＣＰである場合、
ＵｐＰＴＳの長さは(1+X)・2192・Tsであり、ＵｐＰＴＳはノーマルＣＰを含む（１＋Ｘ
）のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを含む。
【００７６】
　当該Ｘは、ＵｐＰＴＳ内の追加されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数である。当該Ｘの値
は、基地局装置３から受信したＲＲＣ層のパラメータUpPtsAddに基づいて与えられてもよ
い。当該Ｘのデフォルト値は０であってもよい。すなわち、当該ＲＲＣ層のパラメータに
よって当該Ｘの値が設定されない場合、当該Ｘの値は０であってもよい。追加されたＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルを、拡張されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボルとも称する。（１＋Ｘ）の１
は、当該ＲＲＣ層のパラメータUpPtsAddに基づいてＵｐＰＴＳ内の追加されていないＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルの数である。
【００７７】
　例えば、パラメータpusch-UpPtsAddの値が６である場合、（Ｙ＋Ｘ）の値は６である。
当該Ｙは、１または２である。ここで、スペシャルサブフレーム設定が０の場合、Ｙの値
は１であり、Ｘの値は５である。ここで、スペシャルサブフレーム設定が５または９の場
合、Ｙの値は２であり、Ｘの値は４である。
【００７８】
　パラメータUpPtsAddは、当該パラメータUpPtsAddが対応するスペシャルサブフレームを
示すパラメータを含んでもよい。あるサービングセルに対して、パラメータUpPtsAddは、
全てのスペシャルサブフレームに適用されてもよい。あるサービングセルに対して、パラ
メータUpPtsAddは、一部のスペシャルサブフレームに適用されてもよい。例えば、サブフ
レーム番号１のスペシャルサブフレームに対してパラメータUpPtsAddが適用され、サブフ
レーム番号６のスペシャルサブフレームに対してパラメータUpPtsAddが適用されなくても
よい。すなわち、サブフレーム番号１のスペシャルサブフレームは追加されたＵｐＰＴＳ
を含んでもよく、サブフレーム番号６のスペシャルサブフレームは追加されていないＵｐ
ＰＴＳを含んでもよい。
【００７９】
　図９、および、図１０は、本実施形態におけるＰＤＣＣＨが検出されるサブフレームと
、対応するＰＵＳＣＨ送信が調整されるサブフレームの関係の一例を示す図である。ここ
で、当該ＰＤＣＣＨは、上りリンクグラントを含む。端末装置１は、サブフレームｎにお
ける上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨの検出に基づいて、当該ＰＤＣＣＨに対応する
ＰＵＳＣＨ送信をサブフレームｎ＋ｋに調整する。当該ｋの値は、少なくとも、図９の表
、ＵＬ／ＤＬ設定、および、対応するＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム
番号に応じて与えられてもよい。
【００８０】
　図１０において、ＵＬ／ＤＬ設定は２である。図１０において、端末装置１は、サブフ
レーム番号３の下りリンクサブフレームにおける上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨ（
１０００）の検出に基づいて、当該上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨに対応するＰＵ
ＳＣＨ送信（１００１）をサブフレーム番号７の上りリンクサブフレームに調整する。
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【００８１】
　図１０において、端末装置１は、サブフレーム番号１のスペシャルサブフレームにおけ
る下りリンク制御情報を含むＰＤＣＣＨ（１００２）の検出に基づいて、当該下りリンク
制御情報を含むＰＤＣＣＨに対応するＰＵＳＣＨ送信（１００３）をサブフレーム番号６
のスペシャルサブフレームに調整する。
【００８２】
　すなわち、ＰＵＳＣＨが送信されるサブフレームが上りリンクサブフレーム、および、
スペシャルサブフレームの何れであるかは、少なくとも、図９の表、ＵＬ／ＤＬ設定、お
よび、対応するＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号に基づいて与えら
れてもよい。
【００８３】
　図１１は、本実施形態におけるＰＵＳＣＨで送信される情報の決定方法の一例を示すフ
ロー図である。
【００８４】
　端末装置１は、条件１１００に基づいて、以下の処理Ａおよび処理Ｂの何れを実行する
かを決定してもよい。基地局装置３は、条件１１００に基づいて、処理Ａおよび処理Ｂの
何れに対応する処理を実行するかを決定してもよい。処理Ａおよび処理Ｂは、送信処理で
ある。処理Ａに対応する処理、および、処理Ｂに対応する処理は、受信処理である。
【００８５】
　条件１１００は、少なくとも、以下の条件Ａから条件Ｇの一部、または、全部を含んで
もよい。
（条件Ａ）”resource allocation” フィールドに基づいて割り当てられたリソースブロ
ックの総数（NPRB）
（条件Ｂ）"modulation and coding scheme and redundancy version"フィールド（IMCS
）の値（ＭＣＳインデックス）
（条件Ｃ）"CSI request"フィールドの値、および／または、ビット数
（条件Ｄ）ＵＬ／ＤＬ設定
（条件Ｅ）ＰＵＳＣＨ送信が行われるサブフレームが、上りリンクサブフレーム、および
、スペシャルサブフレームのうちの何れであるか
（条件Ｆ）上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム
番号
（条件Ｇ）１つのサブフレームにおけるＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの
数（Nsymb）
【００８６】
（処理Ａ）端末装置１は、ＰＵＳＣＨを用いてトランスポートブロック（ＵＬ－ＳＣＨ、
上りリンクデータ）を送信せず、尚且つ、当該ＰＵＳＣＨを用いて上りリンク制御情報の
みを送信する。すなわち、端末装置１は、トランスポートブロックを含まないＰＵＳＣＨ
（ＵＬ－ＳＣＨ、上りリンクデータ）を用いて、上りリンク制御情報を送信する。ここで
、当該上りリンク制御情報は、少なくともＣＳＩを含む。
（処理Ｂ）端末装置１は、トランスポートブロックのサイズを決定し、尚且つ、ＰＵＳＣ
Ｈを用いて、少なくとも、当該トランスポートブロックを送信する。
【００８７】
　ここで、”resource allocation” フィールド、"modulation and coding scheme and 
redundancy version"フィールド、および、"CSI request"フィールドは、上りリンクグラ
ントに含まれる。”resource allocation” フィールドを、” Resource block assignme
nt and hopping resource allocation”フィールドとも称する。
【００８８】
　NPRBは、ＰＵＳＣＨ送信のために割り当てられたリソースブロックの総数である。すな
わち、当該リソースブロックの総数は、ＰＵＳＣＨ送信のためにスケジュールされた帯域
幅を表現する。
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【００８９】
　ＭＣＳインデックスは、ＰＵＳＣＨに対する変調次数（Q’m）、ＰＵＳＣＨに対するＴ
ＢＳインデックス（ITBS）、および、ＰＵＳＣＨに対するリダンダンリーヴァージョン（
rvidx）に対応する。ＴＢＳインデックス（ITBS）は、トランスポートブロックのサイズ
を決定するために用いられる。リダンダンリーヴァージョン（rvidx）は、トランスポー
トブロックの符号化のために用いられる。
【００９０】
　"CSI request"フィールドは、非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするために用いら
れる。"CSI request"フィールドは、１ビット、または、３ビットであってもよい。
【００９１】
　対応する上りリンクグラントがＣ－ＲＮＴＩによって与えられるＵＳＳ（UE-specific 
Search Space）にマップされる場合に、５よりも多いサービングセルが設定された端末装
置１に対して３ビットの"CSI request"フィールドが適用されてもよい。
【００９２】
　対応する上りリンクグラントがＣＳＳ（Common Search Space）にマップされる場合に
、端末装置１に対して１ビットの"CSI request"フィールドが適用されてもよい。対応す
る上りリンクグラントがＣ－ＲＮＴＩによって与えられるＵＳＳ（UE-specific Search S
pace）にマップされる場合に、１つのサービングセルが設定された端末装置１に対して１
ビットの"CSI request"フィールドが適用されてもよい。
【００９３】
　"CSI request"フィールドが１ビットであり、尚且つ、"CSI request"フィールドが‘１
’にセットされている場合、１つのサービングセルに対する非周期的なＣＳＩレポートが
トリガーされる。すなわち、"CSI request"フィールドが１ビットであり、尚且つ、"CSI 
request"フィールドが‘１’にセットされている場合、１つのサービングセルに対するＣ
ＳＩが、対応するＰＵＳＣＨを用いて送信される。
【００９４】
　"CSI request"フィールドが３ビットであり、尚且つ、"CSI request"フィールドが‘０
００’以外の値にセットされている場合、１つ、または、複数のサービングセルに対する
非周期的なＣＳＩレポートがトリガーされる。すなわち、"CSI request"フィールドが３
ビットであり、尚且つ、"CSI request"フィールドが‘０００’以外の値にセットされて
いる場合、１つ、または、複数のサービングセルに対するＣＳＩが、対応するＰＵＳＣＨ
を用いて送信される。１つのサービングセルに対するＣＳＩを、１つのＣＳＩプロセスに
対するＣＳＩとも称する。
【００９５】
　１つのサブフレームにおけるＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数（Nsym
b）は、ＰＵＳＣＨ送信が行われるサブフレームが、上りリンクサブフレーム、および、
スペシャルサブフレームのうちの何れであるかに、少なくとも基づいて与えられてもよい
。
【００９６】
　条件１１００において、NPRB≦Xを少なくとも含む条件を満たす場合に処理Ａが行われ
てもよく、それ以外の場合に処理Ｂが行われてもよい。当該Xの値は、少なくとも、上記
の条件Ａから条件Ｇの一部、または、全部に基づいてもよい。
【００９７】
　以下、条件１１００の第１の変形例について説明する。
【００９８】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが１ビットであり、"CSI request"
フィールドが非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされており、尚且つ、
ＰＵＳＣＨが上りリンクサブフレームにおいて送信される場合、当該Ｘの値はＹ１であっ
てもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが１ビットであり、"CS
I request"フィールドが非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされており
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、NPRB≦Ｙ１であり、尚且つ、ＰＵＳＣＨが上りリンクサブフレームにおいて送信される
場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当該Ｙ１は、４であってもよい。
【００９９】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが１ビットであり、"CSI request"
フィールドが非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされており、尚且つ、
ＰＵＳＣＨがスペシャルサブフレームにおいて送信される場合、当該Ｘの値はＹ２であっ
てもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが１ビットであり、"CS
I request"フィールドが非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされており
、NPRB≦Ｙ２であり、尚且つ、ＰＵＳＣＨがスペシャルサブフレームにおいて送信される
場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当該Ｙ２は、４より大きい整数、または、
８であってもよい。
【０１００】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つのＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーしてお
り、尚且つ、ＰＵＳＣＨが上りリンクサブフレームにおいて送信される場合、当該Ｘの値
はＹ３であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビッ
トであり、"CSI request"フィールドが１つのＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩ
レポートをトリガーするようセットされており、NPRB≦Ｙ３であり、尚且つ、ＰＵＳＣＨ
が上りリンクサブフレームにおいて送信される場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよ
い。当該Ｙ３は、４であってもよい。
【０１０１】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つのＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーしてお
り、尚且つ、ＰＵＳＣＨがスペシャルサブフレームにおいて送信される場合、当該Ｘの値
はＹ４であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビッ
トであり、"CSI request"フィールドが１つのＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩ
レポートをトリガーするようセットされており、NPRB≦Ｙ４であり、尚且つ、ＰＵＳＣＨ
がスペシャルサブフレームにおいて送信される場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよ
い。当該Ｙ４は、４より大きい整数、または、８であってもよい。
【０１０２】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つよりも多く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩ
レポートをトリガーしており、尚且つ、ＰＵＳＣＨが上りリンクサブフレームにおいて送
信される場合、当該Ｘの値はＹ５であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI req
uest"フィールドが３ビットであり、"CSI request"フィールドが１つよりも多く、６より
も少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットさ
れており、NPRB≦Ｙ５であり、尚且つ、ＰＵＳＣＨが上りリンクサブフレームにおいて送
信される場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当該Ｙ５は、２０であってもよい
。
【０１０３】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つよりも多く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩ
レポートをトリガーしており、尚且つ、ＰＵＳＣＨがスペシャルサブフレームにおいて送
信される場合、当該Ｘの値はＹ６であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI req
uest"フィールドが３ビットであり、"CSI request"フィールドが１つよりも多く、６より
も少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットさ
れており、NPRB≦Ｙ６であり、尚且つ、ＰＵＳＣＨがスペシャルサブフレームにおいて送
信される場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当該Ｙ６は、２０より大きい整数
、または、４０であってもよい。
【０１０４】
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　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、尚且つ、"CSI 
request"フィールドが５よりも多いＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートを
トリガーしている場合、当該Ｘの値は無限大であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり
、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"フィールドが１つよりも多
く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするよ
うセットされている場合、端末装置１は、ＰＵＳＣＨが送信されるサブフレームが上りリ
ンクサブフレームおよびスペシャルサブフレームの何れであるか、および、NPRBに関わら
ず、処理Ａを実行してもよい。
【０１０５】
　以下、条件１１００の第２の変形例について説明する。
【０１０６】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが１ビットであり、"CSI request"
フィールドが非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされており、尚且つ、
上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号が第１
の値である場合、当該Ｘの値はＹ１であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI r
equest"フィールドが１ビットであり、"CSI request"フィールドが非周期的なＣＳＩレポ
ートをトリガーするようセットされており、NPRB≦Ｙ１であり、尚且つ、上りリンクグラ
ントを含むＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号が第１の値である場合
、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当該Ｙ１は、４であってもよい。
【０１０７】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが１ビットであり、"CSI request"
フィールドが非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされており、尚且つ、
上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号が第２
の値である場合、当該Ｘの値はＹ２であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI r
equest"フィールドが１ビットであり、"CSI request"フィールドが非周期的なＣＳＩレポ
ートをトリガーするようセットされており、NPRB≦Ｙ２であり、尚且つ、上りリンクグラ
ントを含むＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号が第２の値である場合
、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当該Ｙ２は、４より大きい整数、または、８で
あってもよい。
【０１０８】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つのＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーしてお
り、尚且つ、上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレー
ム番号が第１の値である場合、当該Ｘの値はＹ３であってもよい。すなわち、IMCS＝29で
あり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"フィールドが１つのＣ
ＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされており、
NPRB≦Ｙ３であり、尚且つ、上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを検出したサブフレー
ムのサブフレーム番号が第１の値である場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当
該Ｙ３は、４であってもよい。
【０１０９】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つのＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーしてお
り、尚且つ、上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレー
ム番号が第２の値である場合、当該Ｘの値はＹ４であってもよい。すなわち、IMCS＝29で
あり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"フィールドが１つのＣ
ＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされており、
NPRB≦Ｙ４であり、尚且つ、上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを検出したサブフレー
ムのサブフレーム番号が第２の値である場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当
該Ｙ４は、４より大きい整数、または、８であってもよい。
【０１１０】
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　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つよりも多く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩ
レポートをトリガーしており、尚且つ、上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを検出した
サブフレームのサブフレーム番号が第１の値である場合、当該Ｘの値はＹ５であってもよ
い。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI requ
est"フィールドが１つよりも多く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣ
ＳＩレポートをトリガーするようセットされており、NPRB≦Ｙ５であり、尚且つ、上りリ
ンクグラントを含むＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号が第１の値で
ある場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当該Ｙ５は、２０であってもよい。
【０１１１】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つよりも多く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩ
レポートをトリガーしており、尚且つ、上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを検出した
サブフレームのサブフレーム番号が第１の値である場合、当該Ｘの値はＹ６であってもよ
い。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI requ
est"フィールドが１つよりも多く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣ
ＳＩレポートをトリガーするようセットされており、NPRB≦Ｙ６であり、尚且つ、上りリ
ンクグラントを含むＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号が第１の値で
ある場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当該Ｙ６は、２０より大きい整数、ま
たは、４０であってもよい。
【０１１２】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、尚且つ、"CSI 
request"フィールドが５よりも多いＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートを
トリガーしている場合、当該Ｘの値は無限大であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり
、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"フィールドが１つよりも多
く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするよ
うセットされている場合、端末装置１は、上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを検出し
たサブフレームのサブフレーム番号、および、NPRBに関わらず、処理Ａを実行してもよい
。
【０１１３】
　以下、条件１１００の第３の変形例について説明する。
【０１１４】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが１ビットであり、"CSI request"
フィールドが非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされており、尚且つ、
Nsymb＞Ｚである場合、当該Ｘの値はＹ１であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"
CSI request"フィールドが１ビットであり、"CSI request"フィールドが非周期的なＣＳ
Ｉレポートをトリガーするようセットされており、NPRB≦Ｙ１であり、尚且つ、Nsymb＞
Ｚである場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当該Ｙ１は、４であってもよい。
当該Ｚは、整数であり、仕様書などによって予め定められた値であってもよい。
【０１１５】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが１ビットであり、"CSI request"
フィールドが非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされており、尚且つ、
Nsymb≦Ｚである場合、当該Ｘの値はＹ２であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"
CSI request"フィールドが１ビットであり、"CSI request"フィールドが非周期的なＣＳ
Ｉレポートをトリガーするようセットされており、NPRB≦Ｙ２であり、尚且つ、Nsymb≦
Ｚである場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当該Ｙ２は、４より大きい整数、
または、８であってもよい。
【０１１６】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つのＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーしてお
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り、尚且つ、Nsymb＞Ｚである場合、当該Ｘの値はＹ３であってもよい。すなわち、IMCS
＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"フィールドが１
つのＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされて
おり、NPRB≦Ｙ３であり、尚且つ、Nsymb＞Ｚである場合、端末装置１は処理Ａを実行し
てもよい。当該Ｙ３は、４であってもよい。
【０１１７】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つのＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーしてお
り、尚且つ、Nsymb≦Ｚである場合、当該Ｘの値はＹ４であってもよい。すなわち、IMCS
＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"フィールドが１
つのＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされて
おり、NPRB≦Ｙ４であり、尚且つ、Nsymb≦Ｚである場合、端末装置１は処理Ａを実行し
てもよい。当該Ｙ４は、４より大きい整数、または、８であってもよい。
【０１１８】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つよりも多く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩ
レポートをトリガーしており、尚且つ、Nsymb＞Ｚである場合、当該Ｘの値はＹ５であっ
てもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CS
I request"フィールドが１つよりも多く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期
的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされており、NPRB≦Ｙ５であり、尚且つ、
Nsymb＞Ｚである場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当該Ｙ５は、２０であっ
てもよい。
【０１１９】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つよりも多く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩ
レポートをトリガーしており、尚且つ、Nsymb≦Ｚである場合、当該Ｘの値はＹ６であっ
てもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CS
I request"フィールドが１つよりも多く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期
的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされており、NPRB≦Ｙ６であり、尚且つ、
Nsymb≦Ｚである場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。当該Ｙ６は、２０より大
きい整数、または、４０であってもよい。
【０１２０】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、尚且つ、"CSI 
request"フィールドが５よりも多いＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートを
トリガーしている場合、当該Ｘの値は無限大であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり
、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"フィールドが１つよりも多
く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするよ
うセットされている場合、端末装置１は、Nsymb、および、NPRBに関わらず、処理Ａを実
行してもよい。
【０１２１】
　以下、条件１１００の第４の変形例について説明する。
【０１２２】
　条件１１００において、Ｐ≦Ｑを少なくとも含む条件を満たす場合に処理Ａが行われて
もよく、それ以外の場合に処理Ｂが行われてもよい。当該Ｐの値は、少なくとも、上記の
条件Ａから条件Ｇの一部、または、全部に基づいてもよい。
【０１２３】
　当該Ｐの値は、以下の数式（３）、または、数式（４）に基づいて与えられてもよい。
以下の数式（３）、および、数式（４）のうち何れの数式に基づいて当該Ｐの値が与えら
れるかは、上記の条件Ａから条件Ｇの一部、または、全部に基づいてもよい。
【０１２４】
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【数３】

【０１２５】
【数４】

【０１２６】
　max[]は、入力された複数の値のうち最小の値を返す関数である。floor{}は、入力され
た値よりも小さい、最も大きい整数を返す値である。αは、１より小さい少数である。α
は、仕様書などによって予め定められた値であってもよい。αは、少なくとも、１つのサ
ブフレームにおけるＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数（Nsymb）に基づ
いて与えられてもよい。
【０１２７】
　ＰＵＳＣＨ送信が行われるサブフレームが上りリンクサブフレームである場合、Ｐの値
は数式（３）に基づいて与えられてもよい。ＰＵＳＣＨ送信が行われるサブフレームがス
ペシャルサブフレームである場合、Ｐの値は数式（４）に基づいて与えられてもよい。
【０１２８】
　上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号が第
１の値である場合、Ｐの値は数式（３）に基づいて与えられてもよい。上りリンクグラン
トを含むＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号が第２の値である場合、
Ｐの値は数式（４）に基づいて与えられてもよい。
【０１２９】
　Nsymb＞Ｚである場合、Ｐの値は数式（３）に基づいて与えられてもよい。Nsymb≦Ｚで
ある場合、Ｐの値は数式（４）に基づいて与えられてもよい。
【０１３０】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが１ビットであり、"CSI request"
フィールドが非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされている場合、当該
Ｑの値は４であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが１
ビットであり、"CSI request"フィールドが非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするよ
うセットされており、Ｐ≦４である場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよい。
【０１３１】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つのＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーしてい
る場合、当該Ｑの値は４であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり、"CSI request"フ
ィールドが３ビットであり、"CSI request"フィールドが１つのＣＳＩプロセスに対する
非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするようセットされており、Ｐ≦４である場合、端
末装置１は処理Ａを実行してもよい。
【０１３２】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"
フィールドが１つよりも多く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩ
レポートをトリガーしている場合、当該Ｑの値は２０であってもよい。すなわち、IMCS＝
29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"フィールドが１つ
よりも多く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガ
ーするようセットされており、Ｐ≦２０である場合、端末装置１は処理Ａを実行してもよ
い。
【０１３３】
　例えば、IMCS＝29であり、"CSI request"フィールドが３ビットであり、尚且つ、"CSI 
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request"フィールドが５よりも多いＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートを
トリガーしている場合、当該Ｑの値は無限大であってもよい。すなわち、IMCS＝29であり
、"CSI request"フィールドが３ビットであり、"CSI request"フィールドが１つよりも多
く、６よりも少ないＣＳＩプロセスに対する非周期的なＣＳＩレポートをトリガーするよ
うセットされている場合、端末装置１は、Ｐに関わらず、処理Ａを実行してもよい。
【０１３４】
　以下、本実施形態における装置の構成について説明する。
【０１３５】
　図１２は、本実施形態における端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示す
るように、端末装置１は、無線送受信部１０、および、上位層処理部１４を含んで構成さ
れる。無線送受信部１０は、アンテナ部１１、ＲＦ（Radio Frequency）部１２、および
、ベースバンド部１３を含んで構成される。上位層処理部１４は、媒体アクセス制御層処
理部１５、および、無線リソース制御層処理部１６を含んで構成される。無線送受信部１
０を送信部、受信部、または、物理層処理部とも称する。
【０１３６】
　上位層処理部１４は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランスポ
ートブロック）を、無線送受信部１０に出力する。上位層処理部１４は、媒体アクセス制
御（MAC: Medium Access Control）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet Data Co
nvergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）層、無線
リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行なう。
【０１３７】
　上位層処理部１４が備える媒体アクセス制御層処理部１５は、媒体アクセス制御層の処
理を行う。媒体アクセス制御層処理部１５は、無線リソース制御層処理部１６によって管
理されている各種設定情報／パラメータに基づいて、スケジューリングリクエストの伝送
の制御を行う。
【０１３８】
　上位層処理部１４が備える無線リソース制御層処理部１６は、無線リソース制御層の処
理を行う。無線リソース制御層処理部１６は、自装置の各種設定情報／パラメータの管理
をする。無線リソース制御層処理部１６は、基地局装置３から受信した上位層の信号に基
づいて各種設定情報／パラメータをセットする。すなわち、無線リソース制御層処理部１
６は、基地局装置３から受信した各種設定情報／パラメータを示す情報に基づいて各種設
定情報／パラメータをセットする。
【０１３９】
　無線送受信部１０は、変調、復調、符号化、復号化などの物理層の処理を行う。無線送
受信部１０は、基地局装置３から受信した信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部１４に出力する。無線送受信部１０は、データを変調、符号化することによ
って送信信号を生成し、基地局装置３に送信する。
【０１４０】
　ＲＦ部１２は、アンテナ部１１を介して受信した信号を、直交復調によりベースバンド
信号に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要な周波数成分を除去する。ＲＦ
部１２は、処理をしたアナログ信号をベースバンド部に出力する。
【０１４１】
　ベースバンド部１３は、ＲＦ部１２から入力されたアナログ信号を、アナログ信号をデ
ィジタル信号に変換する。ベースバンド部１３は、変換したディジタル信号からＣＰ（Cy
clic Prefix）に相当する部分を除去し、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変換
（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出する。
【０１４２】
　ベースバンド部１３は、データを逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier Transfo
rm: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを生成し、生成されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
にＣＰを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信
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号をアナログ信号に変換する。ベースバンド部１３は、変換したアナログ信号をＲＦ部１
２に出力する。
【０１４３】
　ＲＦ部１２は、ローパスフィルタを用いてベースバンド部１３から入力されたアナログ
信号から余分な周波数成分を除去し、アナログ信号を搬送波周波数にアップコンバート（
up convert）し、アンテナ部１１を介して送信する。また、ＲＦ部１２は、電力を増幅す
る。また、ＲＦ部１２は送信電力を制御する機能を備えてもよい。ＲＦ部１２を送信電力
制御部とも称する。
【０１４４】
　図１３は、本実施形態における基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示
するように、基地局装置３は、無線送受信部３０、および、上位層処理部３４を含んで構
成される。無線送受信部３０は、アンテナ部３１、ＲＦ部３２、および、ベースバンド部
３３を含んで構成される。上位層処理部３４は、媒体アクセス制御層処理部３５、および
、無線リソース制御層処理部３６を含んで構成される。無線送受信部３０を送信部、受信
部、または、物理層処理部とも称する。
【０１４５】
　上位層処理部３４は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケット
データ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御
（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層
の処理を行なう。
【０１４６】
　上位層処理部３４が備える媒体アクセス制御層処理部３５は、媒体アクセス制御層の処
理を行う。媒体アクセス制御層処理部３５は、無線リソース制御層処理部３６によって管
理されている各種設定情報／パラメータに基づいて、スケジューリングリクエストに関す
る処理を行う。
【０１４７】
　上位層処理部３４が備える無線リソース制御層処理部３６は、無線リソース制御層の処
理を行う。無線リソース制御層処理部３６は、物理下りリンク共用チャネルに配置される
下りリンクデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーション、ＲＲＣメ
ッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上位ノードから取得し
、無線送受信部３０に出力する。また、無線リソース制御層処理部３６は、端末装置１各
々の各種設定情報／パラメータの管理をする。無線リソース制御層処理部３６は、上位層
の信号を介して端末装置１各々に対して各種設定情報／パラメータをセットしてもよい。
すなわち、無線リソース制御層処理部３６は、各種設定情報／パラメータを示す情報を送
信／報知する。
【０１４８】
　無線送受信部３０の機能は、無線送受信部１０と同様であるため説明を省略する。
【０１４９】
　端末装置１が備える符号１０から符号１６が付された部のそれぞれは、回路として構成
されてもよい。基地局装置３が備える符号３０から符号３６が付された部のそれぞれは、
回路として構成されてもよい。
【０１５０】
　以下、本実施形態における、端末装置１および基地局装置３の種々の態様について説明
する。
【０１５１】
　（１）本実施形態の第１の態様は、端末装置１であって、ＤＣＩ（Downlink Control I
nformation）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）を
受信する受信部１０と、前記ＰＤＣＣＨの検出に基づいてＰＵＳＣＨ（Physical Uplink 
Shared Channel）を用いた送信を行う送信部１０と、を備え、前記送信部１０は、（ｉ）
前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフレームが、上りリンクサブフレーム、および、
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スペシャルサブフレームのうちの何れであるか、（ｉｉ）前記ＤＣＩフォーマットを含む
前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号、または、（ｉｉｉ）１つの
サブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier - Fre
quency Division Multiple Access）シンボルの数に、少なくとも基づいて、トランスポ
ートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、上りリンク制御情報の送信を行うこと
を決定する。
【０１５２】
　（２）本実施形態の第２の態様は、基地局装置３であって、ＤＣＩ（Downlink Control
 Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）
を送信する送信部３０と、前記ＰＤＣＣＨの送信に対応するＰＵＳＣＨ（Physical Uplin
k Shared Channel）を用いた受信を行う受信部３０と、を備え、前記受信部３０は、（ｉ
）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフレームが、上りリンクサブフレーム、および
、スペシャルサブフレームのうちの何れであるか、（ｉｉ）前記ＤＣＩフォーマットを含
む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号、または、（ｉｉｉ）１つ
のサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier - F
requency Division Multiple Access）シンボルの数に、少なくとも基づいて、トランス
ポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、上りリンク制御情報の受信を行うこ
とを決定する。
【０１５３】
　（３）本実施形態の第３の態様は、端末装置１に用いられる通信方法であって、ＤＣＩ
（Downlink Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical Downlink 
Control Channel）を受信し、前記ＰＤＣＣＨの検出に基づいてＰＵＳＣＨ（Physical Up
link Shared Channel）を用いた送信を行い、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われる
サブフレームが、上りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレームのうちの何
れであるか、（ｉｉ）前記ＤＣＩフォーマットを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレ
ームのサブフレーム番号、または、（ｉｉｉ）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣ
Ｈを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier - Frequency Division Multiple Access
）シンボルの数に、少なくとも基づいて、トランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳ
ＣＨを用いて、上りリンク制御情報の送信を行うことを決定する。
【０１５４】
　（４）本実施形態の第４の態様は、基地局装置３に用いられる通信方法であって、ＤＣ
Ｉ（Downlink Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical Downlin
k Control Channel）を送信し、前記ＰＤＣＣＨの送信に対応するＰＵＳＣＨ（Physical 
Uplink Shared Channel）を用いた受信を行い、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われ
るサブフレームが、上りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレームのうちの
何れであるか、（ｉｉ）前記ＤＣＩフォーマットを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフ
レームのサブフレーム番号、または、（ｉｉｉ）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳ
ＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier - Frequency Division Multiple Acces
s）シンボルの数に、少なくとも基づいて、トランスポートブロックを含まない前記ＰＵ
ＳＣＨを用いて、上りリンク制御情報の受信を行うことを決定する。
【０１５５】
　（５）本実施形態の第５の態様は、端末装置１に実装される集積回路であって、ＤＣＩ
（Downlink Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical Downlink 
Control Channel）を受信する受信回路１０と、前記ＰＤＣＣＨの検出に基づいてＰＵＳ
ＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）を用いた送信を行う送信回路１０と、を備え、
前記送信回路１０は、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフレームが、上りリ
ンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレームのうちの何れであるか、（ｉｉ）前
記ＤＣＩフォーマットを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番号
、または、（ｉｉｉ）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－ＦＤ
ＭＡ（Single Carrier - Frequency Division Multiple Access）シンボルの数に、少な
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くとも基づいて、トランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、上りリン
ク制御情報の送信を行うことを決定する。
【０１５６】
　（６）本実施形態の第６の態様は、基地局装置３に実装される集積回路であって、ＤＣ
Ｉ（Downlink Control Information）フォーマットを含むＰＤＣＣＨ（Physical Downlin
k Control Channel）を送信する送信回路３０と、前記ＰＤＣＣＨの送信に対応するＰＵ
ＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）を用いた受信を行う受信回路３０と、を備え
、前記受信回路３０は、（ｉ）前記ＰＵＳＣＨでの送信が行われるサブフレームが、上り
リンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレームのうちの何れであるか、（ｉｉ）
前記ＤＣＩフォーマットを含む前記ＰＤＣＣＨを検出したサブフレームのサブフレーム番
号、または、（ｉｉｉ）１つのサブフレームにおける前記ＰＵＳＣＨを伝送するＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ（Single Carrier - Frequency Division Multiple Access）シンボルの数に、少
なくとも基づいて、トランスポートブロックを含まない前記ＰＵＳＣＨを用いて、上りリ
ンク制御情報の受信を行うことを決定する。
【０１５７】
　これにより、端末装置および基地局装置は互いに、上りリンクの信号を用いて効率的に
通信することができる。
【０１５８】
　本発明に関わる基地局装置３、および端末装置１で動作するプログラムは、本発明に関
わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を制
御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、こ
れら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory）
に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨＤ
Ｄ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き
込みが行われる。
【０１５９】
　尚、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで実
現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコンピ
ュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコ
ンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。
【０１６０】
　尚、ここでいう「コンピュータシステム」とは、端末装置１、又は基地局装置３に内蔵
されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとす
る。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁
気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハ
ードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０１６１】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０１６２】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（
装置グループ）として実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上
述した実施形態に関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全
部を備えてもよい。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブ
ロックを有していればよい。また、上述した実施形態に関わる端末装置１は、集合体とし
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【０１６３】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Evolved Universal 
Terrestrial Radio Access Network）であってもよい。また、上述した実施形態における
基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対する上位ノードの機能の一部または全部を有してもよ
い。
【０１６４】
　また、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型的
には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現してもよい
。端末装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、又
は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回
路、又は汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替
する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能であ
る。
【０１６５】
　また、上述した実施形態では、通信装置の一例として端末装置を記載したが、本願発明
は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型、または非可動型の
電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調機器、オフィス機
器、自動販売機、自動車、自転車、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装置にも
適用出来る。
【０１６６】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
【０１６７】
１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　端末装置
３　基地局装置
１０　無線送受信部
１１　アンテナ部
１２　ＲＦ部
１３　ベースバンド部
１４　上位層処理部
１５　媒体アクセス制御層処理部
１６　無線リソース制御層処理部
３０　無線送受信部
３１　アンテナ部
３２　ＲＦ部
３３　ベースバンド部
３４　上位層処理部
３５　媒体アクセス制御層処理部
３６　無線リソース制御層処理部
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